
多重債務に陥らないために

 お金を借りる場合は、便利さだけに目をうばわれないよう、返済できるかどうか、よく

考えることが必要です。事前に本当に借り入れが必要か確認し、計画的に考えましょう。

多重債務に陥った場合の対処法

 多額の債務を抱えてしまい、どのように努力しても返済できない状況になってしまった

場合、債務を整理する方法として、次の４つがあります。

１．任意整理：裁判所を使わず、弁護士や司法書士といった専門家などを通じて業者と話し合い、

返済額や返済方法を決める方法。

２．特定調停：裁判所に調停の申し立てを行い、調停の場で業者と話し合い、返済額や返済方法

を決める方法。

       裁判所に選任された調停委員が間に入って話し合いを進めてくれ、法律の専門

家を頼まずにできるので費用が安いが、返済計画に強制力があるため、返済が滞る

と直ちに給与等を差し押さえられる。

３．個人再生：将来の継続的な収入から借入金を返済する計画を立て、その計画を裁判所が認め

れば、その再生計画にしたがって返済することによって残りの債務が減額される。

       再生計画案どおりの返済ができなくなった場合、再生計画の取消しの可能性も

ある。住宅ローンを抱えている場合、売却せずに手続を進められるが、住宅ローン

は減額されない。

４．自己破産：任意整理や個人再生のように、将来の収入で返済しようとしても、借金の額が多

くて返済が困難な場合は、裁判所に自己破産の申し立てを行い、免責決定が得られ

れば借金が免除される。しかし、破産原因によっては、免責決定が得られない場合

もある。

▶グレーゾーン金利について（次ページの資料を参照）

困ったときの相談先

  多重債務でお悩みの方は、一人で悩まず、すぐに相談しましょう。

☆ まず市役所へ来ていただきます。

☆ 債務状況や生活状況をお聞きし、ご相談の内容に適した専門機関（指定の弁護士・司

法書士）に引き継ぎます。

☆ 相談の際には、契約内容のわかるものがあればご持参ください。

☆ 市から紹介させていただく専門機関（弁護士・司法書士）での１回目の相談は無料で

すが、２回目以降や債務整理にかかる経費は相談者負担です。

☆ 定例の市民相談（弁護士相談、司法書士相談・予約制）も受け付けています。

 相談窓口：名張市役所 市民部 市民相談室

 電話  ：0595-63-7416 
 相談申込：月曜日から金曜日 午前８時３０分から午後５時１５分

（祝日、振替休日、年末年始を除く）




